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岡崎 和郎展 御物補遺   

OKAZAKI KAZUO  Supplements 

 

ギャラリーあしやシューレ 
2016 年 9月 11 日[日]－10 月 30 日[日] 

 

GALERIE ASHIYA SCHULE 

11 September – 30 October  2016 
  
Galerie Ashiya Schule では、岡崎和郎による個展「御物補遺」を開催いたします。 
岡崎和郎は、1950 年代にオブジェ作品の制作をはじめ、それからほぼ 60 年間にわたり、独自の造形概念のもと

に制作を続けています。1960 年代に「御物補遺」と名付けた造形思考を確立し、その後、庇のシリーズ《HISASHI》
へと展開、また〈Who’s Who〉「人名録」シリーズなど、オブジェ作品群を多様化させてきました。 
2015 年に引き続き、Galerie Ashiya Schule で二度目の個展となる本展は、岡崎和郎の「御物補遺」に再度焦点をあ

てた展覧会となります。 
「御物補遺」を英訳すると Supplements であり、「御物」は「オブジェ」、「補遺」は「精神の欠落や意味の余白

を補完する作業」だという説明があっても、岡崎作品に向き合うものは誰しも、その不思議な造形に首をかしげ

ることでしょう。 
本展覧会では、岡崎和郎作品の「三種の心器」をはじめ「二種の心器 茶の湯に因む」「両の手」などの代表作

とともに、《HISASHI》シリーズも合わせて展示いたします。 

関連展覧会として、千葉市美術館では「岡崎和郎 Who’s Who-見立ての手法」展が 2016 年 9 月 7 日から 10 月

30 日まで開催されています。デュシャン、滝口修造、ダリ、葛飾北斎など、岡崎和郎が交流し、関心を持った

人物から着想を得て制作された「Who’s Who（人名録）」シリーズを紹介しています。 

また、『ユリイカ』8月臨時増刊号では、ダダ 100周年＆A・ブルトン生誕 120年／没後 50年を記念して「ダダ・

シュルレアリスムの 21 世紀」が特集され、岡崎和郎作品並びに対談も編纂されています。併せてご案内いたし

ます。 

 

 

 

 



岡崎 和郎 

 Biography 

    1930 岡山市に生まれる 

    1955 早稲田大学文学部芸術学専攻美術専修卒業 

    1954-56 早稲田大学文学部大学院美術史専攻 

    現在 東京に在住 

 

 

 Solo Exhibitions 

    

 2016 ｢岡崎和郎 心器考｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 2015 ｢岡崎和郎 御物補遺｣、Galerie Ashiya Schule（兵庫） 

  ｢岡崎和郎 ピート・モンドリアンのいま｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
   2014     ｢岡崎和郎 絵葉書冨嶽三十六景考｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
   2013     ｢岡崎和郎 心・棒・考｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
   2012     ｢岡崎和郎 物物語考 -虫の知らせ-｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
   2011     ｢岡崎和郎―図書館プロジェクト｣、世田谷区立玉川台図書館（東京） 

 
          ｢岡崎和郎 富士見定規を中心として｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
          ｢岡崎和郎展『一節一葉』｣、ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
   2010     ｢岡崎和郎展 補遺の庭｣、神奈川県立近代美術館 鎌倉 

 
          ｢岡崎和郎 補遺としての写真｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 

   2009     ｢岡崎和郎展『黒い雨によせて』―もう 1 つのヒロシマドーム―｣、 

              ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
          ｢岡崎和郎 林檎―ウィリアム・テルによせて｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 

    2008     ｢岡崎和郎“さるのこしかけ”が与えられた時、補遺の庭に立ち現れた三つの知覚像｣、 

               横田茂ギャラリー（東京） 

 
    2007     ｢岡崎和郎｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
             ｢岡崎和郎｣、ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
    2006     ｢岡崎和郎｣、京都精華大学 ギャラリーフロール（京都） 

 
             ｢岡崎和郎 補遺の庭―HISASHI と水と―｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    2005     ｢岡崎和郎｣、ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
             ｢岡崎和郎 補遺の庭―P.モンドリアンの風景｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    2004     ｢岡崎和郎 補遺としての鏡｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    2003     ｢岡崎和郎｣、ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
             ｢岡崎和郎｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    2002     ｢岡崎和郎 刻まれた雨｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
             ｢岡崎和郎展｣、ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
    2001     ｢HISASHI 光と陰を割かつもの｣、奈義町現代美術館（岡山） 

 
             ｢岡崎和郎 贈物｣、吉備高原アートハウス（岡山） 

 

             ｢岡崎和郎 HISASHI 2001｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 



 

    2000     ｢MULTIPLE PROJECT 岡崎和郎 マルチプル 1963-2000｣、横田茂ギャラリー（東京） 

   (主催：東京パブリッシングハウス) 

 
            ｢岡崎和郎｣、ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
            ｢岡崎和郎 ものの気憶｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1999    ｢補遺の庭 天に｣、ヒロ・チカシゲギャラリー（岡山） 

 
            ｢岡崎和郎 補遺の庭 天に｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
            ｢岡崎和郎｣、ギャラリエ・アンドウ（東京） 

 
    1998    ｢岡崎和郎 WHO’S WHO｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
            ｢HISASHI ＋ 御物補遺｣、コオジオグラギャラリー（名古屋） 

 
            ｢HISASHI｣、ヒロ・チカシゲギャラリー（岡山） 

 
            ｢岡崎和郎 hisashi－その次元考｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1997    ｢岡崎和郎｣、天満屋岡山店美術ギャラリー 

 
            ｢岡崎和郎｣、倉敷市立美術館 

 
    1996    ｢岡崎和郎 補遺の庭｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1995    ｢pax 岡崎和郎 黒い雨によせて｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1994    ｢岡崎和郎 hisashi 有機的記憶について｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1993    ｢シリーズ[物補遺]｣、ヒロ・チカシゲギャラリー（岡山） 

 
            ｢岡崎和郎 hisashi 補遺するもの｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1992    ｢岡崎和郎｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1991    ｢物補遺｣、ギャルリー ムカイ（東京） 

 
            ｢岡崎和郎｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1990    ｢岡崎和郎 物 補遺｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1989    ｢岡崎和郎 hisashi｣、横田茂ギャラリー（東京） 

 
    1979    ｢GARASU｣、サプリメント・ギャラリー（東京） 

 
    1978    ｢HINOMARU｣、サプリメント・ギャラリー（東京） 

 
            ｢HISASHI｣、サプリメント・ギャラリー（東京） 

       1966    ｢岡崎和郎｣、東京画廊（東京） 
    1958    読売アンデパンダン展に出展(以降 59,61,63 年に出展) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Press Contacts     Galerie Ashiya Schule       Galerie Ashiya Schule｜kyoto retreat       Credits 

Tel 0797-20-6629     659-0016 兵庫県芦屋市親王塚町 3-11       京都市左京区岡崎円勝寺町平安神宮鳥居前    林檎｜石膏｜2003 

info@ashiyaschule.com   Gallery hours :金曜日-火曜日 12:00-18:00    完全予約制 by appointment only 

www.ashiyaschle.com             
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